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受理 受 理 件 名 ・ 要 旨 提 出 者
番号 年月日 （紹 介 議 員 氏 名） 住所 氏名

６ 令和６. 『日本政府が「日本国憲法の理念」を生かし、イスラエ 徳島県平和委員
２.15 ル・パレスチナ紛争の即時停戦、人道支援の徹底、早期 会

の平和的解決に全力を尽くすことを求める請願』 代表理事
森本 克博

パレスチナ自治区ガザ地区のイスラム組織ハマスが、 外１名
昨年10月にイスラエルに対しロケット弾攻撃と地上での
戦闘を開始し、民間人を中心に多数の死者等が生まれ、
130人を超える人々が人質となっている。これに対しイス
ラエル軍は、ガザ地区を包囲し、電気、食料、燃料など
生活に必要な資源を遮断するとともに、ガザ地区への侵
攻と空爆を激化させており、多数の市民が命を失ってい
る。
いかなる理由があるにせよ、ハマスによる無差別攻撃

と民間人連行は許されない国際人道法違反の行為であ
り、ハマスは一刻も早く人質を解放すべきである。
一方、イスラエルはガザ地区への侵攻は自衛と言って

いるが、病院などへの攻撃は国際人道法を踏みにじる行
為である。
国連総会では、直ちに永続的な人道的休戦に入るよう

求める決議が、国連安保理では、戦闘休止を求める決議
が賛成多数で採決されている。
日本政府は今こそ国際社会の先頭に立ち、紛争の平和

的解決に尽くすべきであることから、次の事項を請願す
る。
① 日本政府に対し、日本国憲法の精神を生かし、イ
スラエル・パレスチナ紛争の即時停戦、人道支援の
徹底、早期の平和的解決に全力を尽くすよう求める
意見書を提出すること。

（仁木啓人 東条恭子 長池文武 庄野昌彦 竹内義了
達田良子 扶川 敦）



受理 受 理 件 名 ・ 要 旨 提 出 者
番号 年月日 （紹 介 議 員 氏 名） 住所 氏名

１６ 令和７. 『「徳島県平和の日」の条例制定を求める請願』 とくしまピース
９.10 ネット80

2025年は、徳島大空襲、そして終戦から80年を迎え 共同代表
る。 久積 育郎
この節目の年にあって、「世界の恒久平和の実現は、

徳島県民の悲願である」とした「非核の県」宣言を踏ま （13,773名の署
え、多数の県民が犠牲となった徳島大空襲をその象徴的 名添付）
な惨禍と捉え、７月４日を「徳島県平和の日」とするこ
とで、改めて不戦・平和の誓いを確かなものとし、持続
可能な平和社会の実現を目指すことが求められている。
ついては、貴議会として、2025年をめどに、７月４日

を「徳島県平和の日」として条例を制定願いたい。

（仁木啓人 東条恭子 長池文武 庄野昌彦 竹内義了
達田良子 扶川 敦 岡田 晋 曽根大志）


